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１）事業所名 ハタナカ電通株式会社

代表者氏名 代表取締役　畑中　康文

２）所在地 本社　　〒849-0937　佐賀県佐賀市鍋島6丁目11番15号

福岡営業所　〒818-0134　福岡県太宰府大佐野2丁目11-6

３）環境管理責任者 業務部　部長　尾形　麻美

担当者氏名 尾形　麻美

連絡先 TEL/FAX　0952-31-3710

Eメールアドレス   ogata@hatanakadt.co.jp

４）事業の内容 電気工事業、電気通信工事業

土木一式、とび・土工

５）事業の規模

６）エコアクション21運用年度 前年11月1日～当年10月31日

７）事業年度 2021年11月1日～2022年6月30日

（2022年度より決算期変更）

１）事業活動 電気工事業、電気通信工事業

土木工事業、とび・土工工事業

２）対象事業所 本社

（上記の全活動、全組織）

福岡営業所については次回（2024年3月）までに登録

１．組織の概要

（1）

従業員数

延床面積

単位 本社

人 14

㎡ 218.79

 　認証・登録の対象範囲



              4．環境経営の継続的な改善を行います。

（5）お客様への省エネ家電及び機器の提案

2．環境経営レポートの公表等を通して、地域から信頼される企業を目指します。

（4）グリーン調達の推進

（3）水使用量の削減（節水） 

　　 二酸化炭素排出量の削減

１．次の項目を重点項目として継続して取り組みます。

3．環境に関する法令及び法規制の遵守に努めます。

（2）

                                                                   ハタナカ電通株式会社

代表取締役　畑中　康文

経営方針のPDCAサイクルを実行し、的確な改善を繰り返し、更に高品質な

設備づくりに挑戦していきます。

２．環　境　経　営　方　針

　ハタナカ電通株式会社は、経営理念にある社会インフラの安定と発展に寄与し、

確かな技術でお客様満足を追求し、社会に貢献する企業を目指します。

エコアクション21と共にSDGsにも参加し、全社員が環境問題への積極的な

　　  取り組みに努めていきます。

（2）廃棄物の削減およびリサイクルの推進

当社は、事業活動を行うなかで環境保全が重要経営課題の１つであることを認識し

（1）電力及び自動車等燃料（軽油・ガソリン・重油）の使用による



　ハタナカ電通株式会社が取り組むSDGs

私たち、ハタナカ電通株式会社は「持続可能な開発目標（SDGｓ）」の実現に貢献します。SDGsを含めたサステナビリティへの貢献を通じて、
ブランド価値と企業価値を高め、社会課題の解決や地域社会の健全な発展に貢献していきます。
                                                                                                                                                      　代表取締役　　畑中　康文

(3)

エネルギー 二酸化炭素排出量の削減 ガソリン使用量削減

資源・

廃棄物
廃棄物排出量の削減

水 水使用量の削減 節水シールの貼付

節水の周知徹底

節 水

雇用

：エネルギー・資源・廃棄物・水は

エコアクション21の取組内容と重複

条件・環境
高齢者雇用の推進

女性の活躍推進佐賀県会議登録

ワークライフバランス、働き方改革実施

労働環境の整備

社会・地域 貢献・配慮

筑後川河川事務所・武雄河川事務所・

佐賀河川事務所との光ケーブル災害協定

エコアクション21認証登録

地域貢献

電気使用量削減

軽油使用量の削減

アイドリングストップ

急発進、急停車の防止

タイヤの空気圧チェック（毎月）

エコドライブ教育の実施

使用しない材料・工具を積まない

昼休み等の消灯、必要最小限の点灯

エアコン温度管理 冷房28℃、暖房20℃

ウォームビス・クースビスの継続

ノー残業デーの推進

グリーン購入法適合商品の購入促進

省エネ家電及び機器の購入促進

グリーン調達の推進

省エネ家電及び機器の提案

産業廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減
両面コピーの推進

社内文書の電子化の推進

分別によるリサイクルの推進、

産業廃棄物の再資源化

産業廃棄物のマニュフェスト管理

持続可能な開発目標



SDGs・コロナ対策への取組、本年度スローガン

(4)

デジタルサイネージ付き消毒・検温

スマートコンセントによる時間設定今 年 度 の ス ロ ー ガ ン

消し忘れを

防止！！

体調管理の

徹底！！

スマートコンセ

ントによる時間

設定



（5）

産業廃棄物量の削減

　水使用量の削減節水

　グリーン商品の購入

　省エネ家電及び機器の推進

達　成　手　段

昼休み等の消灯、必要最小限の点灯

エアコン温度管理　冷房28℃、暖房20℃

ウォームビス・クースビスの継続

ノー残業デーの推進

アイドリングストップ

急発進、急停車の防止

タイヤの空気圧チェック（定期的）

エコドライブ教育の実施

使用しない材料・工具を積まない（車両軽量化）

両面コピーの推進

社内文書の電子化の推進
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取　組　目　標

電気使用量の削減

ガソリン・軽油使用量の削減

（本社・技術部）

一般廃棄物量の削減

分別によるリサイクルの推進、産業廃棄物の再資源化

産業廃棄物のマニュフェスト管理

節水シールの貼付

節水の周知徹底

グリーン購入法適合商品の購入促進

省エネ家電及び機器の購入促進

2

1

業

務

部

長

営

業

担

当

者

7,916

550

一般廃棄物排出量の削減 ㎏

技術部（7台）

産業廃棄物排出量の削減 kg

4、グリーン調達の推進 件

ℓ

2、廃棄物排出量の削減

　備考　　１、購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.371kg-CO₂/kWh（九州電力R1年度調整後）を使用した。

二

酸

化

炭

素

排

出

の

削

減

3、水使用量の削減 ㎥

5、省エネ家電及び機器の提案 件

　　　　　２、化学物質の使用はありません。

　　 　　　3、省エネ家電及び機器とは、LED照明、人感センサー付き照明、IOT搭載機器等を提案します。

　　 　　　4、ガソリン使用量（技術部6台）、軽油使用量（技術部4台）は2020年の実績を基に変更しました。

　　４．環境経営計画

4,336

　　３．環境経営目標

技術部（6台） ℓ

（1）電気使用量削減 kWh

単位環境経営目標

１、二酸化炭素排出量の削減 kg-CO₂

本社（1台） ℓ

（3）軽油使用量の削減

（2）ガソリン使用量削減

2021年11月～

2022年10月

118

8,599

67

18

16

4,043

7,876

547

13,221

4.358

119

8,643

67

16

14

4,023

7,837

545

13,15513,288

4,380

119

68

8,686

14

12

8,730

120

4,402

13,355

553

7,956

4,084

2020年10月

2019年11月～

2020年度

基準年

（0.5％削減）

2022年度

（1.0％削減）

2023年度

2022年11月～

2023年10月

2024年度

（1.5％削減）

2023年11月～

2024年10月

4,064



代表取締役

統括部長

業務部

１、電気使用量の削減

２、ゴミの分別

取　　組　　内　　容

エコアクション21実施体制

業務部

GL

技術部

GL

部門の環境目標を達成するための環境活動計画の運用管理

環境経営方針に基づく日常業務の推進

環境経営計画の実施状況確認

環境関連法規等の最新版の取りまとめ及び遵守状況確認

環境経営レポートの作成

環境経営方針の策定

責任・権限

環境管理責任者の任命

環境経営システムの構築・運用に必要な資源の準備

環境経営システム全体の評価と見直し

環境経営システムの構築・運用管理

環境経営目標及び環境経営計画の策定

環境経営目標を達成するための環境活動計画の運用

代表者へ環境経営システム運用状況の報告

代表者

環境

管理

責任者

エコ

アクショ

ン21

事務局

部門長　GL

福岡営業所

全従業員

（6）

　　5．今年度の取組内容（実施体制含む）

温度計の設置

３、資源削減

加湿器の設置

廃棄物の分別 エコ運転推進（各車両へ配置）

エコ

アクション21

事務局

代表者

環境管理責任者

役　割

環境経営レポートの承認

環境上の緊急事態への準備及び対応



92% 〇

66% ×

181% ◎

166% ◎

60% ×

171% ◎

135% ◎

67% ×

187% ◎

130% ◎

継続して取り組む

継続して取り組む

適正使用に努めている 継続して取り組む

適正使用に努めている 継続して取り組む

工事量増加により増加してしまった 継続して取り組む

適正使用に努めている 継続して取り組む

従業員増加により増加してしまった

　グリーン商品の購入 グリーン購入法適合商品の提案促進

　省エネ家電及び機器のて提案 省エネ家電及び機器の購入提案

1年間の評価
本年度及び

次年度の取組

適正な管理が出来ている

換気を行いながらのため、温度管理が難しかった

適正な管理が出来ている

徐々に意識付けが出来ている

適正な管理が出来ている 継続して取り組む

適正な管理が出来ている 継続して取り組む

適正な管理が出来ている 継続して取り組む

適正な管理が出来ている

タイヤの空気圧チェック（定期的）

使用しない材料・工具を積まない（車両軽量化）

廃

棄

物

削

減

適正使用に努めている

優先して提案するように努めている 継続して取り組む

優先して提案するように努めている

1 一般廃棄物量の削減
両面コピーの推進

社内文書の電子化の推進

2 産業廃棄物量の削減
分別によるリサイクルの推進、産業廃棄物の再資源化

産業廃棄物のマニュフェスト管理

　水使用量の削減節水
節水シールの貼付

節水の周知徹底

継続して取り組む

評　価判定

二

酸

化

炭

素

排

出

の

削

減

取　組　目　標 達　成　手　段

1 電気使用量の削減

昼休み等の消灯、必要最小限の点灯

エアコン温度管理　冷房28℃、暖房20℃

ウォームビス・クースビスの継続

ノー残業デーの推進

2
ガソリン・軽油使用量の削減

（本社・技術部）

アイドリングストップ

急発進、急停車の防止

技術部（7台） ℓ

2、廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減 ㎏

産業廃棄物排出量の削減 ㎏

（1）電気使用量削減 kWh

（2）ガソリン使用量削減

車両増加により未達成

13,355 13,288

本社（1台） ℓ

技術部（6台） ℓ

（3）軽油使用量の削減

553 550 304 継続して取り組む

5、省エネ家電及び機器の提案 件 6 12 13

環境経営目標 単位

基準年
目　　　標

2022年度（0.5％削減）

2020年度 年間 実績

１、二酸化炭素排出量の削減 kg-CO₂ 4,084

3、水使用量の削減 ㎥ 68 68 101

4、グリーン調達の推進 件 8

8,031 継続して取り組む

14 15

120 119 70

8,730 8,686 6,460

4,402 4,380 7,387

従業員増加により未達成

継続して取り組む

継続して取り組む

継続して取り組む

　　6.環境経営目標の実績とその評価

　　7．環境経営計画の実施状況並びに今年度の取組内容　

　判定基準（目標に対して）：◎　101％以上　　〇　91％～100％　　△　81％～90％　×　80％以下

エコドライブ教育の実施 適正な管理が出来ている 継続して取り組む

（7）

4,064 4,431

7,956 7,916 11,944

2019年11月～ 2021年11月～ 2021年11月～

2020年10月 2022年10月 2022年10月

従業員増加に伴い目標値の変更を行いつ

つ、削減には継続して取り組む

従業員増加に伴い目

標値の変更を行いつ

つ、削減には継続し

て取り組む

従業員増加に伴い目標値の変更

を行いつつ、削減には継続して取

り組む

達

成

率



2

3

4

1

2

3

4

5

6

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

法的要求事項の内容及び基準 環境関連法規名 遵守状況

〇

家電リサイクル法

建設リサイクル法 対象建築工事の分別解体および再資源化の義務付け

保管基準の順守

許可業者への委託

委託基準の順守

管理票（マニュフェスト票）の交付

投棄禁止

焼却禁止

指定家電商品の引取、引渡

フロンの適切な処置

「有」の場合の指示事項等

電気使用量、軽油、水使用量の目標値を検討してください。

環境活動計画

環境に関する組織

その他システム要素

有・無

有・無

（8）

　                                                                                           代表取締役　畑中　康文

ハタナカ電通株式会社

                                                                                      　2022年　12月　28日

見直し項目

その他（外部への対応）

変更の

必要性

有・無

有・無

有・無

有・無

本年度は二酸化炭素の排出及び経由使用量の削減目標が大きく増加してしまい目標を達成出来ません

でした。ただし、昨年一番の問題だった自動車燃料（ガソリン）の削減に関しては、従業員一人一人

の意識向上や取組の結果で大きく削減する事が出来た事は評価出来ると思います。会社自体の成長に

伴い、従業員増加と工事量増加のため目標値を見直すことが必要と考える。土木部が本格始動したこ

とにより軽油と水道を多く使用する為、目標値を見直してください。

環境方針

環境目標

　　8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

　　　並びに違反、訴訟等の有無

　　9.代表者による全体の取組状況の

　　　評価及び見直しの結果

上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

廃棄物処理法

(産業廃棄物の処

理)

1

フロン排出抑制法


